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【年通号数】公開・登録公報2011-025
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｃ０８Ｌ  101/12     　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年3月2日(2015.3.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　本発明の組成物中で有用な強化剤（すなわちエラストマー変性剤）は、概して重合した
ジエンゴムのコアおよびポリアクリレートまたはポリメタクリレートシェルを有するグラ
フト共重合体などのゴム相と熱可塑性相との両方を有するポリマー化合物と、フリーラジ
カル重合性モノマーおよび共重合体安定剤からエポキシド中においてｉｎ　ｓｉｔｕで重
合したエラストマー粒子（すなわちｉｎ　ｓｉｔｕとは、粒子が強化されることを意図し
たエポキシ樹脂中で粒子が生成されることをいう）と、エラストマー分子と、別個のエラ
ストマー前駆体分子と、エポキシ樹脂セグメントとエラストマーセグメントとを含む組合
せ分子と、このような別個の分子と組合せ分子との混合物とを含む。これらの材料は、剥
離強度をはじめとする構造的特性を改善するために使用される。組合せ分子は、エポキシ
樹脂材料とエラストマーセグメントとの反応によって調製されても良く、反応によって未
反応エポキシ基などの反応性官能基が反応生成物上に残る。エポキシ樹脂中での強化剤の
一般的な使用については周知であり、その内容を本願明細書に引用したものとするＣ．Ｋ
．ＲｉｅｗおよびＪ．Ｋ．Ｇｉｌｌｈａｍ編の「Ｒｕｂｂｅｒ－Ｍｏｄｉｆｉｅｄ Ｔｈ
ｅｒｍｏｓｅｔ Ｒｅｓｉｎｓ」と題されたＡｄｖａｎｃｅｓ ｉｎ Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ 
Ｓｅｒｉｅｓ Ｎｏ．２０８、Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ、Ｗ
ａｓｈｉｎｇｔｏｎ、１９８４年、で述べられている。使用される強化剤の量は所望の硬
化樹脂の最終物理特性によりある程度左右され、概して経験的に定められる。
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